
活動報告 

団 体 名 揖西北まちづくり協議会 

活 動 名 豪雨災害の被災者を元気づけるための炊き出し活動 

活動期間 2018/08/29 

活動の成果 

私たちは、単に食べ物を供給するという目的ではなく、現地で焼きながら被災

地の方々に雰囲気を楽しんでもらい、会話をしつつ焼きたてを渡したいという思

いがありました。 

食事配布の市の係の方と何度も事前に話をして、「被災者をあまり待たせない」

ということと「SNSなどではお知らせしない」という条件で対応しました。 

炊き出しは時間を見計らって冷めない程度に焼きながら作り置きし、開始時間

までは行列で待っておられるたくさんの方々とお話することができました。被災

者の皆さんにアンケートを書いてもらいながら、「何に困っているか、今後どうい

う場所を希望するか」など貴重な意見をいただくことができました。 

フランクフルトや焼き鳥は、「めずらしい」と言われ、大変喜ばれました。1時

間足らずで、用意した 600本ずつのセットは出てしましました。 

また、炊き出しに行くということで知り合いや職場の方々が「支援物資」を集

めて下さっていて、一緒に積んでいき、机に並べて自由に持ち帰ってもらいまし

た。これもあっという間になくなりました。 

 アンケート調査で「どんな場所がほしいですか」の質問にすべての方が「お茶

を飲みながらおしゃべりができるサロン」に○をつけられていたので、今後はそ

んな支援をしていこうと思っています。 

寄付者への 

メッセージ 

私たちは基本的に地元の地域で活動していたグループですが、お隣の県でまさ

かの水害が発生し、何かの力になりたいと思いましたが、資金もありません。 

そんな時にこのボラサポの存在を聞き、活動に踏み切ることができました。 

被災者の方々に喜んでもらえたのは一番ですが、何よりも私たち団体の一人一

人が貴重な体験ができ、いい勉強になりました。少しでも被災者の方々に寄り添

えたと感じています。 

今回の活動は、これからの支援活動に続く第 1 歩です。寄付者の方々には、今

回の活動の後押しをしてくださり、大変感謝しております。ありがとうございま

した。 

（活動のようす） 

 

 

 

 

 

 

 


